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IC paraclinoid  aneurysm は硬膜外に存在する場合は破裂する可能性は非
常に低く，また破裂したとしてもくも膜下出血になることはない．一方で，
硬膜内に存在する場合は，破裂しくも膜下出血を引き起こす恐れがある．
これらのことより，IC paraclinoid aneurysm の治療の適応を決める上で硬膜
外か内か区別するのは非常に重要である．その為には distal dural 
ring(DDR)の位置を正確に予想しなければいけないが，MRI や CT といっ
た画像モダリティで直接，DDR を描出することはできない．そこで，我々
は DDR の位置を予測する為に falciform ligament(FL)に注目し．FL と DDR
との距離を実際の手術で測定・検証した． 
【方法】 
2017 年 1 月から 2018 年 10 月までの clipping 術を行った 15 例の IC 
paraclinod aneurysm を対象とし，術中に FL と DDR の距離を測定した． 
【結果】 
15 名 15 個の動脈瘤を手術し，術中に FL と DDR との距離を測定した．患
者の内訳は女性 14 名，男性 1 名．動脈瘤サイズは平均: 7.29±2.21mm・中
央値:6.5mm ，左が 11 個，右が 4 個であった．測定結果は FL と DDR の
距離は平均 3.50±0.17mm 中央値は 3.50mm であった．  
【考察】 
内頚動脈は paraclinoid region の硬膜を貫通して硬膜外から内へ走行する．
周囲には optic nerve，cavernous sinus，anterior clinoid process (ACP)などの
骨構造物，複雑な構造をもつ硬膜 (proximal dural ring や DDR , carotid 
cave) が存在している．FL は optic    canal の開口部から ACP の上面にか
けて広がっている．また，ACP の上面から planum sphenoidale と tuberculum 
sellae を覆う dura propria の一部でもある．我々はこの FL の解剖学的特徴
に注目した．FL は必ず optic canal の edge に位置しており，その為に，
3DCTA で容易に FL の位置を予想できる．我々の研究では FL から内頚動
脈に沿って proximal 側 3.5mm の位置に DDR が存在することがわかった．
このことを利用すれば術前の 3D CTAで FLの lineを引き，そこから 3.5mm 
proximal 側に DDR の仮想 line を書くことができる． 
【結論】 
我々は，FL から内頚動脈に沿って 3.5mm proximal の位置に DDR は存在し
ていることを示した．FL は DDR の位置を予測しさらに，IC paraclinoid 
aneurysm が硬膜内なのか外なのかを区別する上で重要なランドマークで
ある． 
